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とめたものである。
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研究発表

1.学会誌等

(1)松本充弘、山田豪史、大口晃司、若林英信、牧野俊郎:

“ウェーブレット変換法による間体格子振動の解析"

Thermal 8cience & Engineering， Vol. 9， No. 3 (2001) pp. 25-3 

(2)松本充弘、若林英信、牧野俊郎:

“結晶界面の熱抵抗の分子動力学シミュレーション"

日本機械学会論文集 (B)編、印刷中.

2.口頭発表

(1)松本充弘、小宮山優、牧野俊郎、若林英信“国体界面での熱抵抗の分子シミュレー

ション"

第21回日本熱物性シンポジウム

(名古屋、 Oct.18-

(2)松本充弘、小宮山優、牧野俊郎、若林英信“国体界面での熱抵抗と格子振動解析"

第14回分子シミュレーション討論会

(名古屋、 Jan.16-18ぅ2001)講演番号 3128.

(3)松本充弘、若林英信、牧野俊郎:

“格子振動解析による盟体熱伝導の研究"

第38回日本伝熱シンポジウム

(さいたま、 Nlay23-25， 2001)講演番号 H312.

(4) M. Matsumoto， H. WakabayashiうT.l¥tlal∞0: 
“Heat Conductance in 80lids - Nlolecular 8imulation and Lattice Vibration Anal四

ysis -" Kyoto -8eoul National-Tsinghua University Thermal Engineering Con-

ference 

(Kyoto， 8ep. 26-28) 



(5)松本充弘、山田豪史、大口晃司、若林英信、牧野俊郎“分子シミュレーションと

ウェーブレット解析による固体熱伝導の研究"

第22回日本熱物性シンポジウム

(仙台、 Nov.20-22， 2001)講演番号 A224.

(6)松本充弘、大口晃司、若林英信、牧野俊郎:

“闇体熱伝導の分子機構:ウェーブレット解析による格子振動解析"

日本機械学会第14回計算力学講演会

(札幌、 Nov.28-30， 2001)講演番号 537.

(7)松本充弘、若林英信、牧野俊郎:

“ウェーブレット変換法による毘体格子振動解析"

第15自分子シミュレーション討論会

(東京、 Dec.17-19ぅ2001)講演番号 114P.

(8) M. Matsumoto: 

勺ぜanoscaleHeat Conduction: from Molecular :Nlotions to Phonon Dynamics" 

Invited Lecture in Colloquium on l'v1icro/Nano Thermal Engineering 2002 

Seoul National Univ. (Seoul， KoreaぅFeb.17-19， 2002) Proc. pp.127-134. 

(9)松本充弘、若林英信、牧野俊郎:

“間体中のフォノン伝搬のウェーブレット解析"

第39回日本伝熱シンポジウム

(札幌、 Jun.5-7ぅ2002)発表予定.

(10) M. Matsumoto: 

“Phonons from the Viewpoint of 1，101ecular Dynamics" 
Japan-US Seminar on NanoTherm: Nanoscale Thermal Science and Engineering 

( CaliforniaぅU.S.A..，Jun. 12-14， 2002)発表予定.


